
第３段階における評価項目に基づく建設候補地抽出手順（案）  

 

 

 

③ 運搬コストによる評価 

 ５０km を営業圏域と仮定し、運搬コストの比較を行う。 
④ 市町村情報による評価 

 市町村指定重要文化財 
 市町村指定史跡名勝天然記念物 
 環境保護地区 
 ため池危険箇所 
 市町村等の開発計画 

⑤ 現地状況による評価 

 地形 
 道路からのアクセス状況 
 運搬コスト 
 利水状況 
 表層地質 
 その他 

① 立地特性による評価 

 住宅からの距離 
 活断層からの距離 
 道路からの距離 
 流域の位置関係 
 水源からの距離 

② 県の保有情報による評価 

 生息地等保護区 
 特定希少野生動植物保護区 
 特定植物群落 
 急傾斜地崩壊危険箇所 
 地すべり危険箇所 
 土石流危険渓流 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 候補地の抽出（十数箇所） 

⑥ 総合的な評価 

 立地特性、環境特性、安全性、経済性等を考慮し総合評価を行う。 


